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 市の中央部、我孫子ゴルフ倶楽部と水空ライン成田線にはさまれたところに岡発戸・都部の谷

津があります。斜面林、水田、湧き水が残り、市内でもっとも谷津の地形と自然環境が残された

ところです。 

 岡発戸・都部の谷津は、米を生産する場であるだけでなく、さまざまな生きものを育む場でも

ありました。こうした谷津の自然環境を再生し、伝統的な農業やくらしの風景を復活させ、より

豊かな自然として未来につないでいこうと考えています。 

 平成１６年５月２９日、我孫子市岡発戸・都部谷津ミュージアムの会を設立し、谷津の自然を

守り育てるための活動をスタートしました。みなさんと一緒に谷津の自然を守り、育てていきた

いと思います。是非ご参加ください。 

 

活躍してください 
 会員になるための特別な資格はありません。谷津の自然を守り、育てたいという気持ちが大

切です。 

 昆虫や植物に興味がある、農作業や雑木林づくりに興味がある、絵を描くのが好き、写真撮影

が好き、草刈りなどの作業ができる、自然の素材を使った物づくりが好き、自然にふれ合うのが

好き、谷津の文化の聴き取りに興味がある    

などいろいろな分野での参加ができます。谷津の活動の中で、特技や趣味を活かし、活躍してみ

ませんか。 

 

会員区分・年会費 
 ＜個人会員＞  市内在住の１９歳以上の人（１口 １，０００円） 

 ＜ﾌｧﾐﾘｰ会員＞ 個人会員の家族でﾌｧﾐﾘｰ会員として登録する人（３００円） 

 ＜賛助会員＞  会の活動を財政面から支援してくださる個人・団体（１口 １０，０００円） 

  

会員特典 
 ・会が主催する行事に優先的に参加できます。 

 ・会報を受け取ることができます。 

  

申し込み方法 
 入会申込書(様式１)に記入の上、市役所手賀沼課へ郵送もしくは持参してください。 

 また、ご希望の会員区分に応じた年会費を手賀沼課に持参いただくか、もしくは次の口座にお

振込みください。 

 ＜お振込口座＞ 

    銀行・支店名：千葉銀行 我孫子支店 

    種    目：普通 

    口 座 番 号：３４９４３９６ 

    名    義：谷津
や つ

ミュージアムの会 

 

問合せ先 

 我孫子市岡発戸・都部谷津ミュージアムの会事務局（我孫子市役所 手賀沼課） 

    〒270-1192 我孫子市我孫子1858番地 

     T E L : ０４－７１８５－１１１１ 

 e-mail : abk_teganuma@city.abiko.chiba.jp 

 

 

入会申込書(様式1) 

 

                                 年  月  日 

 

我孫子市岡発戸・都部谷津ミュージアムの会入会申込書 
 

 

 貴会に入会したいので、申し込みします。 

 会員№ 

 
 

氏  名
ふ り が な

    性  別 □男   □女 

生年月日  会員区分 □個人会員  □賛助会員(口数:  口) 

郵便番号 － 住  所  

電話番号 － 電子メールアドレス  

 

特技など 

 

《現在の取り組みや谷津の自然について関心・興味をもたれていること》 

ファミリー会員として登録する方 

氏       名 続  柄 特技など 

   

   

   

   

   

 

※記載された内容は、事務局・役員以外には公表されません。 

※内容を公表する場合には、事前に了承を得て行います。 

 

 

 

 

谷谷谷津津津ののの自自自然然然ををを未未未来来来にににつつつなななげげげよよよううう！！！   
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我孫子市谷津ミュージアムの会設立趣意書 

 

   我孫子市の中央部にある岡発戸・都部の谷津は、農業が行われてきたことにより、手賀沼の 

 原風景が唯一残っている貴重な自然環境です。そこでは、自然を活用する人の営みがあり、一方 

 では人の手が加わることによって多様な生きものたちが生息してきた農村環境です。 

   昭和３０年代、この谷津の山すそには水が豊富に湧き出し、それは谷津田を潤していました。 

 人々は‘岡発戸溜め’と‘都部溜め’をつくり、湧き水を上手に上の田から下の田へ送り、用水 

 として利用していました。一方、谷を囲む雑木林は、人々に豊かな恵みをもたらしました。木々 

 を定期的に伐採し、薪炭や材木をはじめ、様々な農業用の資材として利用されました。また、下 

 草や落ち葉は燃料や肥料に使われました。このように、様々な生活資源を身近な場所から手に入 

 れ、自然の恵みを最大限に活用する循環型の生活をしてきました。さらに、谷津は、子どもたち 

 の遊び場でもありました。林の縁では木の実を食べ、シノ竹で鉄砲をつくったりしました。土水 

 路では、ザリガニやドジョウなどを捕まえたり、林では、木の上に小屋がけをし、樹木にツルを 

 まきつけては、ターザンのように飛んだりもしました。この遊びの中からたくさんのことを学び 

 ました。 

   こうした生活が営まれていた谷津ですが、農作業のしづらさなどから、今では、水田や雑木 

 林が放置される一方、谷津の周りに多くの住宅地や道路がつくられたことにより、姿を消したり、 

 減っていく生きもの達も少なくありません。 

   しかしこの谷津は両側を斜面林に囲まれ、まだまだ多くの緑や湿地が残り、水田が広がる一 

 方、カエルやトンボなど多くの生きもの達が生活するなど、谷津特有の表情が残っています。 

   私達は、かつての谷津で行われてきた自然の恵みを最大限に活用したくらしを掘り起こし、 

 身近な自然を保全、復元し、より豊かな自然として未来につないでいこうと考えています。多く 

 の人々の知恵を寄せあい、それを大きな力としてまとめ、市民・農業者・行政などが協働しこ 

の美しい豊かな我孫子の原風景を守り育てていくため、ここに「我孫子市谷津ミュージアムの 

会」の会則を定め、行動をスタートします。 


